





















































































































































（Sustainable Development and Growth，
持続可能な取り組み）」の連鎖も始まりま
した。
最近、流行りの「SDGs」ですが、20年
も前から教育分野で実践していたのです。
和歌山大学は、地域連携の一環として、
その後南紀熊野サテライトや岸和田サテラ
イトなどを立ち上げ、面的に幅の広い連携
を模索することになりました。田辺周辺地
区や岸和田地区で授業やゼミなども実施さ
れ、現地の皆様と協働のまちづくりも実施
されるようになりました。
こうした地域と連携した生涯学習分野を
包括し、地域活性化総合センターができ
（2015年）、そして、さらに現在は包括的
な地域連携の拠点を目指しリカレント講座
なども充実させるべく紀伊半島価値共創基
幹が立ち上がりました（2020年）。
振り返るに、思えば、生涯学習センター
で地域と大学が結ばれ、その後大学が旗振
り役になって市民の学びを促進するような
事業が次々と立ち上がってきたように思い
ます。人生100年といわれる時代のなかで、
やはり学びは若者だけの特権ではないと思
います（これは現在本学が進めているリカ
レント（社会人再教育）も同じです）。
「グローカル」「SDGs」「リカレント教育」
など様々なテーマを深めつつある和歌山大
学の地域貢献の取り組み。
まちづくりは、人づくり、が重要です。
これからも、和歌山大学は地域とともに教
育、そして研究を深めていきたいと思います。
